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今年は彗星の穐年
　　　饒に薪蕾12個の星を捜見

天界226

　＋五年ぶりに地球に大接近する火崖の槻測に躍起となってみる東亜天文協會

大阪支部からこんどぱ「ことしや彗星の豊年です」と“有髪の星”繁昌記を焚

表・した．この彗早は祭骨豊がぼんやり光って，形は千差萬別だが，草箒に似てみ

るのが多いといふわけか，俗に「ほうきぼし」ともV・はれてみる．どこから現

れて，どこに治えて行くのか，突きとめられてみないが，高速度で運行するも

ので，核といふ頭部と，この部分を蕪ふ霧厭の光暦と，さらに，この部に連接

してみる光尾が互の引力によって形を保ちながら蓮資してみる．昔はこの星が

現れるのを迷信深い人々が怖れたものだが，最近彗星も一つの天骨豊であって，

他のものと同じく，ある一定の法則に從って天界を運行してみる太陽系のお客

さまであることが明らかにされた．

　さて，天丈協會の繁昌記によると，本年に入ってすでに12個の彗星が焚見さ

れてるるのである．去る四月23日夜倉敷天：文皇の岡林滋樹氏ほか3氏が新らし

くみつけた“ユ1アロフ・アシマロフ，ハセル，岡林彗星”をはじめ，コジク・ペ

ルテヤ彗星（一月獲見），ヴイサラ彗星（二月8日獲見）の三新星と，三月17日米

國リク天文壷のジエフアス氏が焚直した有名なボン・ヰンネケ彗生，四月22日

米國ヤ1キ1ス天文塞でキヤツチしたコプ彗星，南フ’フリカのヨハネスブルグ
天文豪のジャクソン氏！後見のジヴスマン・ワハマン第一彗星，六月17日米國リ

ク天：文意獲見の第ニブルクス局期彗星，七月24日頃聯のカミンスキ氏が新彗星

を獲見，同28日佛のリゴレ1氏が又新｛三三星を焚見，八1羽2日には」．記ジエフア

ス氏が待「‘笑のタトル彗星を獲見，十月15日には米國のヴンビ1スブルク氏がジ

ヤコビニ鋒星を再獲見，最近には米國フレンド氏が十一月4日に新点｛．を二見

した．止ヒの12個で，このほかドイツのゾンネベルグ天文宵ホフマイスタ1博士

も去る四月乙女座近くに一つの小さな遊．星らしいものを焚回してみる．

　まだ出現を期待されてるる窃是でも第ニヲルフ彗星があるが，これまで卑見

された12個の彗星のうち世堅みに大きな話題をのこして北天に遠く姿を啓した＝

iアロフ・アシマロフ，ハ・trル，岡林彗星は，その後倉回天］iZ　19　，長山本一清博

士とプラ1グ國立天文藁グ1ト博士の研究によると，室間に1ゾ、戻して流星群を

置土産として行ったもののようで，この流星群は八月4日の早暁に東南方の鯨

座工1タ昇、融近から現れる筈と報じてみる．東亜天文協會大阪支部では語る

「彗星の捜索は素人にもできる興味あるもので5糎か10糎位の望遠鏡所有者だ

ったら十分親測できます．夕方なら西の室，夜明けだったら束の室を毎日々々

根氣よく何か星以外のものN出現を注意し，それらしきものがみつかったら形
歌（特徴の有無），光変，位置の移動の具合，その星と附近の星々の位置のスケ

ッチなどを行ひそれがいよいよ彗星と思ったら直に本會の本部や他の天文墓へ
報告することが必要です．」


